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補　助　事　業　の　成　果

	補助事業の名称
	

	申請者名
	



1． 事業目的（技術課題）
　　事業を実施した背景・必要性・当事業により解決する課題等














2． 事業内容（解決方法）
　　研究開発した技術・製品・サービスや研究開発の具体的な内容など。















3． 推進体制
	開発の
役割分担
（設計・調達・加工・組立・製作などの各開発工程について、誰が行ったか）
	自社で行ったもの
	

	
	他社に依頼したもの（外注等）
	※外注先も記入してください。

	外部支援機関の活用
	□ 研究等を委託
	委託先機関名： 
委託内容：

	
	□ 専門家等へ委嘱
	委嘱者の所属役職・氏名： 
委嘱内容：

	
	□ その他
	利用予定の支援機関名： 
支援内容：



4． 事業経過
	開始日
	
	完了日
	

	内　　容
	実施時期（月）
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	工業所有権の
取得
	□ 取得する
	取得権利：□特許権 □実用新案権 □意匠権 □商標権
発明等の名称：

	
	□ 取得しない
	理由：

	
	□ 未調査または調査中








５．事業成果（結果及び今後の課題）
主に以下の点について具体的に記入してください。
・開発した技術や製品等の新規性・独創性、開発によって得られた付加価値・精度・品質、市場ニーズへの適合・競合相手に対する強み・参入する市場の規模や将来性等
・地域経済への波及効果、新規創出が期待される産業分野等













６．今後の展開
・商品化までのスケジュール、販売戦略、販売開始５年間の予想売上高等










添付資料
　　別添のとおり
（成果品の写真や補足説明資料を添付してください。）

